
 

 

概  要  版 



 

 

稚内市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）とは 

 

（1）目的 

本計画は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」第21条に基づき策定するものであり、脱炭素

社会の実現に向けて地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進していくために、職員による積極的な

省エネや省資源などの取組を推進することで、本市の全ての事務・事業から排出される温室効果ガス

排出量の削減を図ることを目的として策定します。 

 

（2）計画の対象範囲 

原則として、本市のすべての事務・事業。 

なお、施設としては、公共施設総合管理計画の対象施設のうち、エネルギー使用量が把握でき二酸

化炭素排出量を算出可能な施設及び上下水道施設２施設とします。（2020（令和 2）年度時点で

164施設） 

 

（3）対象とする温室効果ガス 

稚内市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）にならい、地域から主に排出されると考えられる3

種類のガス（二酸化炭素CO2、メタンCH4、一酸化二窒素N2O）を対象とします。 

また、前計画と同様に、二酸化炭素についてのみ削減目標を設定することとし、メタンと一酸化二

窒素は排出量を把握するのみとします。 

  

（4）計画の期間 

2021（令和3）年度～2030（令和12）年度の10年間。 

 

温室効果ガスの排出状況 

 

（1）前計画対象施設の温室効果ガス排出量（主要な 12 施設※） 

前計画では、本市の主要な12施設を対象として、二酸化炭素排出量を2020（令和2）年度まで

に2006（平成18）年度を基準に7.3％を削減する目標を設定していました。 

2019（令和元）年度の排出量は 6,992t-CO2で、基準年から 4.8％の削減となりましたが、目

標は未達成の状況のため、今後は削減に向けて更なる取組の強化が必要となっています。 

 

  

 

図：主要 12 施設の二酸化炭素排出量の推移  
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※主要な 12 施設：市庁舎、図書館、保健福祉センター、科学館、水族館、エネルギーセンター、消防本部、 

     保育所（白樺・港）、学校給食センター、市立稚内病院、こまどり病院 



 

 

（2）温室効果ガス排出量（全ての施設） 

本市の事務・事業からの温室効果ガス排出量は、60％以上が二酸化炭素によるものです。 

基準となる2013（平成25）年度の排出量は32,089t-CO2で、2019（令和元）年度の排出量

は28,713t-CO2となっており、10.5％の削減が進んでいます。 

 

 
図：温室効果ガス排出量の推移 

 
 

目標と基本方針 

 

（1）基本的な考え方 

本市の事務・事業における削減目標は、国の「地球温暖化対策計画（2016（平成28）年5月）」

の削減目標にならって定めます。 

なお、本市の事務・事業から排出される二酸化炭素は、全てがエネルギー起源となっています。 

 

表：国の削減目標値 

 2013（平成25）年度 

実績（基準年度） 

2030（令和12）年度の削減目標 

削減・吸収量 削減割合 

エネルギー起源二酸化炭素    

 ・業務その他部門 279 111 約 40% 

※2013 年度実績、削減・吸収量の単位：百万ｔ-CO2 

 

（2）削減目標 

温室効果ガスの削減目標は、国の削減目標にならい、2030（令和12）年度までに二酸化炭素排

出量を40％削減、2050（令和32）年には二酸化炭素排出量の実質ゼロを目指します。 
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地球温暖化対策に対する具体的施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の推進体制 

 

事務局は、主体となり、温室効果ガス排出量

の算定、各施設の排出状況などを確認します。 

地球温暖化防止推進員は、温室効果ガス排出

量の算定に必要な情報等を事務局に報告します。 

稚内市環境審議会は、事務局の報告を受け審

議を行い、必要に応じて助言・提言を行います。 

稚内市環境基本計画庁内推進会議は、次期地

球温暖化対策実行計画（事務事業編）の改定を

視野に入れ、10 年間で見た長期的 PDCA と、

1 年単位で行う短期的 PDCA を多層的に運用

・推進し、目標を達成できるよう管理します。 

基 本 方 針 具体的な施策の展開 

温室効果ガス削減に向けた取組 

 

 

基本方針 1 

二酸化炭素削減のために、エネルギー使用量の削減に

加え、風力発電や太陽光発電など、地域で利用可能なエ

ネルギーの有効活用を進めます。 

再生可能エネルギーの有効活用 再生可能エネルギーの

有効活用  1. 削減率 
22.6％ 

（2）自家消費型の再生可能エネルギーの有効活用 

（1）再生可能エネルギー比率の高い電気の利用 

基本方針 2 

本市では既に省エネルギー行動に取り組んでいます

が、より一層の推進のため、本市職員への啓発や、省エ

ネルギーに取り組みやすい環境づくりなどの取組を進め

ます。 

省エネルギー行動の推進 

省エネルギー行動の推進  2. 
削減率 
2.0％ 

（1）直接的取組（職員への省エネ行動の周知・啓

発、ノーマイカーデー徹底など） 

（2）間接的取組（クールビズ・ウォームビズ推

進、エコマーク・グリーンマーク製品の優先

的購入など） 

基本方針 3 

建物・設備・公用車の省エネルギー化の推進 

建物や設備、公用車の更新時には、高効率なものを選

択し、省エネルギー化を推進します。また、エネルギー

マネジメントシステムの導入など、エネルギーの効率的

な利用を進めます。 

建物・設備・公用車の

省エネルギー化  3. 

（1）建て替え時の ZEB 化 

削減率 
5.7％ 

（2）照明設備の LED 化 

（4）施設の統廃合によるエネルギー使用量の削減 

（3）設備更新時の高効率化 

（5）公用車の省エネルギー化 

 

図：推進体制 

基準年(2013 年度)から今までの本市の取組 
削減率 
8.1％ 

●基準年（2013 年度）から今まで行っ

てきた取組等で、二酸化炭素排出量が

削減されています。 


